
  

 

 

 

 

 

                        「 目指せ 元気な１００歳」                 

                      

 
 

 厚生労働省の高齢者に関する調査で、２０１５年は１００歳以上の百寿者が６１，４６８人に

なりました。統計を取り始めた１９６３年はわずか１５３人でした。日本人の平均寿命も延びて

います。２０１４年は女性 86.83歳、男性 80.50歳と過去最高を更新しました。ただ、健康上の

問題で日常生活が制限されない「健康寿命」は、２０１３年で女性が 74.21歳、男性が 71.19歳

でした。平均寿命との差をいかに縮めるかが課題になっています。 

         【百寿者は、こんな人が多い！】 

          ・３食きちんと食べる 

          ・ほぼ毎日野菜を食べる 

          ・果物が好き 

          ・食べ過ぎず、好き嫌いなく 

          ・散歩などの運動習慣がある 

          ・自分の身の回りのことをする 

          ・好奇心が旺盛 

          ・物事をよい方にとらえる 

          ・決まった時間に起床する 

          ・たばこは吸わない 

          ・人と付き合うことが好き 

百寿者が病気にかからないというわけではありません。慶応大学の調査によると、百寿者の

９７％に何らかの病歴がありますが、糖尿病やがんなどにかかっている人の割合は少なかった

そうです。 

そもそも、高齢者は、慢性的な病気と付き合いながら、自立した生活を送れれば健康といえ

るのではないでしょうか。４０歳～５０歳代は、がんや心臓病、糖尿病などの病気にかからな

いことが健康だといえます。一方、６０歳代からは、腰痛や高血圧、白内障や難聴など、命に

直結するわけではありませんが、生活の質（QOL）の低下につながる病気を発症しやすいので、

頭を使い、体を動かすことが大切です。 

平均寿命で世界一を達成した日本人。人類の永遠のテーマである不老長寿は難しいですが、

１００歳以上の「百寿者」は全国で６万人を越え、夢ではなくなりつつあります。 
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「禁煙に役立つ日常生活の工夫」
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（一社）浦安市薬剤師会 

      〒279-0004 浦安市猫実１－２－５健康センター内 

 Tel ０４７－３５５－６８１２（月～金：10～15 時） 

 Fax ０４７－３５５－６８１０ 

 メールアドレス toiawase@urayaku.jp 

ホームページ   http://www.urayaku.jp/ 

 

禁煙に役立つ日常生活の工夫     

     ★次の方法を１～２つ選んで試してみましょう。 

 

  

             調剤報酬改定について  

保険診療に関わる値段は「薬価」と呼ばれる薬の値段をはじめ、技術料やサービ

ス料まで全て厚生労働省によって決められています。この保険診療に関わる値段

を「診療報酬」といい、1点 10円の点数制で計算されています。この診療報酬は

2 年に 1 度改定が行われていますが、今年は改定の年で、４月１日から変更され

ます。わからないことがありましたら、遠慮なく薬剤師にお尋ね下さい。 
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